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凡
例

参

画

歯磨きや洗顔をする時には水やお湯を流しっ放しにせず、普段の生活から節水を心がけましょう

西
恋
ヶ
窪
緑
地（
エ
ッ
ク
ス
山
）の 

林
の
若
返
り
・
維
持
管
理
の

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

エ
ッ
ク
ス
山
等
市
民
協
議
会
と
市

の
協
働
事
業
で
す
。

■
作
業
d‌

３
月
１
日
㈮
～
１５
日
㈮
の

月
・
水
・
金
曜
日
、
２２
日
㈮
午
前
９

時
３０
分
～
１１
時
３０
分
b
市
民
室
内
プ

ー
ル
西
側「
む
か
し
の
井
戸
」（
集
合
）

�

→
緑
と
建
築
課
（
内
３５３
）

３
月
の
環
境
ひ
ろ
ば

「
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

学
ん
だ
こ
と
・
反
省
す
る

こ
と
・
生
か
す
こ
と
」

d‌

３
月
１７
日
㈰
午
前
１０
時
～
正
午

b
市
役
所
第
５
庁
舎
１
階
会
議
室

�

→
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
（
内
３５６
）

環
境
推
進
管
理
委
員
会

委
員
の
募
集

環
境
基
本
計
画
実
施
計
画
に
基
づ

く
環
境
施
策
（
緑
や
水
な
ど
に
関
す

る
施
策
）
の
進
捗
状
況
の
確
認
・
評

価
を
行
う
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

t
応
募
時
に
１８
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
・
在
活
の
方
で
、

会
議
（
月
～
金
曜
日
の
昼
間
・
年
４

回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
方
※
市
の

他
の
附
属
機
関
の
公
募
委
員
を
除
く

c‌

２
人
報
酬
な
し
任
期
６
月
か
ら
２

年
間
m‌

３
月
２０
日
㈬
ま
で
に
作
文

「
応
募
の
動
機
と
環
境
に
対
す
る
自

身
の
考
え
」を
８００
字
以
内
に
ま
と
め
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
郵
送
（
必
着
）・

v‌

０
４
２
・
３２４
・
０
１
６
０
・
a

machikeikaku@city.kokubu
nji.tokyo.jp

ま
た
は
直
接
〒
１８５
―

８５０１
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
（
市
役
所
第

２
庁
舎
）
へ
選
考
方
法
作
文
審
査
※

情
報
公
開
の
対
象
。
返
却
不
可
。
文

字
数
の
超
過
は
減
点

�

→
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
（
内
３５６
）

公
開
し
て
い
ま
す

●
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会

d‌

３
月
９
日
㈯
午
前
１０
時
～
正
午

b
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ
ん

ち
っ
ち

�

→
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ
ん

ち
っ
ち
☎
０
４
２
・
５７２
・
８
１
３
８

●
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

d‌

３
月
２８
日
㈭
午
後
１
時
３０
分
～
３

時
３０
分
b
市
役
所
第
１
庁
舎
３
階
第

一
・
二
委
員
会
室
n
各
専
門
部
会
の

活
動
に
関
し
て
ほ
か
z
手
話
通
訳
・

要
約
筆
記
が
必
要
な
方
は
３
月
１９
日

㈫
ま
で
に
電
話
ま
た
は
v‌

０
４
２
・

３２４
・
６
８
３
１
で
障
害
福
祉
課
へ

�

→
障
害
福
祉
課
（
内
５２３
）

泉陶生委員

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か

定
年
退
職
後
大
病
を
し
、
医
師
か
ら
「
お
酒
、
ゴ
ル
フ
、
激
し
い
運
動
、

す
べ
て
ス
ト
ッ
プ
。
次
の
発
作
が
来
れ
ば
命
に
か
か
わ
る
」
と
注
意
を
受
け
た

後
に
、
地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
体
力
維
持
に
良
い
こ
と
を
知
り
、
内
藤

地
域
セ
ン
タ
ー
の
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利

用
者
団
体
の
代
表
者
が
利
用
者
協
議
会
を
運
営
し
て
お
り
、
体
操
ク
ラ
ブ
の

代
表
と
し
て
協
議
会
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
福
祉
の
活
動
を
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
て
み
た
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い

初
め
は
、
地
域
の
方
々
に
も
っ
と
セ
ン
タ
ー
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
方
法
を

模
索
し
ま
し
た
。「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
あ
る
」「
楽
し

い
。
ま
た
来
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
年
間
２
つ

だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
１
つ
ず
つ
立
ち
上
げ
、
現
在
は
年
７
回
開
催
し
、
５
月

の
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
は
１
日
約
１
千
５００
人
も
の
来
場
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
自
分
た
ち
だ
け
で
は
運
営
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の
方
の
力
を
借
り
て
い

ま
す
。
屋
台
は
値
段
を
上
げ
ず
自
治
会
の
持
ち
出
し
な
ど
で
出
店
し
て
く
れ
て

い
ま
す
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
図
書
運
営
委
員
会
の
尽
力
で
、
寄
付
で
集
ま
っ
た

５
千
冊
の
古
本
市
は
、
１
つ
の
目
玉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
と
き
に
綿
あ
め

を
食
べ
に
来
て
い
た
子
が
、
大
き
く
な
っ
て
本
を
借
り
に
来
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。

ま
た
、
内
藤
・
日
吉
地
域
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、一昨
年

地
元
の
自
治
会
か
ら
連
携
支
援
を
い
た
だ
い
て
、
内
藤
・
日
吉
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
、
５０
人
弱
の
会
員
の
親
睦
・
交
流
の
場
と
し
て
、

本
当
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
み
ん
な
で
納
得
し
て
楽
し
め

る
、
間
口
の
広
い
柔
ら
か
い
仕
組
み
作
り
が
で
き
た
ら
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
福
祉
を
進
め
る
う
え
で

大
切
だ
と
思
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

地
域
の
活
性
化
は
、
地
域
住
民
が
中
心
に
な
っ
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
利
用
者
協
議

会
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
に
は
大
変
多
く
の
達
人
が
住
ま
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
日
頃
の
交
流
か
ら
つ
な
が
り
を
持
ち
、一緒
に

活
動
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
だ
け
で
や
る
の
は
大
変
で

す
が
、
誘
い
に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
動
き
出
せ
ば
、
そ
の
方
も
き
っ
と
元
気
に
な
り

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
健
康
寿
命
も
延
び
、
み
ん
な
が
ハッ
ピ
ー
に
な
れ
ま
す
。

あ
と
は
、
焦
ら
ず
、
急
が
ず
、
頑
張
ら
ず
、
で
も
諦
め
ず
続
け
る
こ
と
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
昔
は
３
日
以
内
に
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
「
何
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
機
が
熟
す
ま
で
待
っ
て
、
３
年
位
で
で
き

れ
ば
い
い
と
思
って
い
ま
す
。

支え合えるまちづくりのための
地域福祉推進協議会委員の取り組み 第8回

　国分寺らしい地域の支え合いの形を広げてい
くために、地域福祉推進協議会を設置していま
す。協議会の委員は、自身の団体や個人で「自
らできる地域福祉」の活動に取り組んでいます。
今回は、内藤地域センター利用者協議会会長の
泉陶

すえ

生
お

委員に、お話を伺いました。

恋ヶ窪駅周辺エリアの
まちづくり地域懇談会

　恋ヶ窪駅周辺は、都市計画道路国3・2・8号線の整備
などに伴う建物の建て替えや土地利用の変化などをきっ
かけに、今後の発展が期待されるエリアとしてふさわし
いまちづくりの検討を進めています。検討にあたり、地
域の皆さんを中心に広く意見を伺うため、地域懇談会を
開催します。
d3月9日（土）午前10時～b恋ケ窪公民館※当日直接会場へ

→まちづくり計画課（内454）

※�委員の一覧や、それぞれの活動目標・取り組みなど、詳しくは市ＨＰまたは
地域共生推進課で

■地域福祉とは
　誰もが住み慣れた地域で、安心して幸せに暮らし続けられるよう、人と人とのつ
ながりや支え合いができる関係性を作っていくこと。

　地域福祉推進協議会は、地域福祉に関する自由な意見交換や情
報の提供・共有の場です。国分寺らしい地域の支え合いの形をさ
らに広げていくため、新たな委員を募集します。
　協議会に参加する委員は、自らできる地域福祉を考え、話し合
い、目標を定め、個人または所属する団体で地域福祉の推進に取
り組みます。平成30年度には71人の委員が参加しました。
応募資格地域福祉の推進に取り組もうとする市内在住・在勤・在
学・在活の方

報酬なし
任期平成32年3月31日まで※会議は年3回・月～金曜日の夜間に
開催予定。再任可
m�4月10日（水）までに、住所・氏名・連絡先（電話番号等）・団体名
（団体を代表して参加する場合）を明記し、郵送（必着）・v（042）
325-9026・achiikikyouseisuishin@city.kokubunji.tokyo.
jpまたは直接〒185-8501地域共生推進課（市役所第2庁舎）へ
※団体を代表して参加する場合は推薦書で申し込み

推薦書配布地域共生推進課で※市ＨＰからダウンロード可

あなたも地域福祉推進協議会委員として活動しませんか

■地域福祉推進協議会委員の取り組み紹介（一部）

多くの方が参加できるイベントを開催する
事業所内で子ども食堂を開催する

日頃から積極的にあいさつし、互いに顔が見える関係を築く
1人暮らしの高齢者を老人クラブに誘い、つながりをつくる
地域を見回り、子どもや心配な方に声をかける‌
交流サロンを開き、参加者におしゃべりを楽しんでもらう

→地域共生推進課（内565）

内藤地域センターまつりは毎年賑わいます

「焦らず、急がず、頑張らず
でも諦めず」続けることを
大事にしています


